
2025年度後期 開講学科別集計結果表 常葉大学
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▼全学部共通の質問項目
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▼教員個人レベルの質問項目
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この科目は自らのキャリア形成や将来を考える上で役
立った

4.19 979

開講学科 社会環境学科

4.39

学年
マーク

2,346

回答者数

履修者数

4.43
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教員の話し方は明瞭で聴き取りやすかった10

板書、スライド、配布資料などは適切であった
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設問文 平均No.

980 02

1
学修環境（プロジェクタ・音響・空調・照明・静粛性）
は良好であった

4.47 978 2

クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切で
あった

4

4

1

3
周りの学生の熱意が感じられた（熱心に授業に参加して
いた）

3.97 978 2

1

5 シラバスに則した内容の授業が行われていた 4.45 979 1

この授業に対する授業時間外学修にどの程度の時間を
費やしましたか（１回の授業の前後）

3.18 979

この科目は学部・学科の学びを深める上で有益であった 4.40 9767

0 980

18 - 0 980

6 この科目の難易度は適切であった 4.20 978 2

13 学生の反応や理解を確認しながら授業を展開していた 4.15 978 2

3.9312
学生に質問や意見を求める、発表の機会を設けるなど
授業への参加を促していた

16 -

8

19 - 0 980

9

【対面授業の場合】
 この科目は対面で受講することが適切であった
【ポータルサイト等を活用した授業（オンライン授業）の場合】
 この科目はオンラインで受講することが適切であった
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14
必要に応じて学生の受講態度への注意を適切に行って
いた

4.22 980 0

15 この授業のシラバスを読みましたか 3.95 977
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常葉大学・常葉大学短期大学部 

2025 年度後期授業アンケート 学科別集計結果表に対する講評 

学科／課程 社会環境学科 

講評者 社会環境学科長 河本尋子 

 

設問 講評 

設問 1～3 

「全学部共通の質問

項目」について 

学修環境やクラス規模などに関しては、良好な評価が大半を占めていま

した。一方で、周囲の学生の学習意欲に関する項目では、例年の回答傾

向に重なりますが、やや評価が低下するものの、過半数は肯定的回答で

した。現在の学修環境については、現状の維持・向上を目指しながら、

特に大学全体の平均と比較してやや下回る項目については、今後におい

て学生の興味・関心を引き出す授業づくりが重要と考えます。 

設問 4～9 

「学部レベルの質問

項目」について 

授業時間外の学修については、大学全体の傾向と比較して、本学部の学

生はより多くの時間をかけて授業に取り組んでいる様子が明確に表れ

ていました。また、科目の難易度や、学びを深めるうえで有益かといっ

た点に関しても、大学全体と比べると若干低くなりますが、本学部の平

均は概ね高い傾向と捉えております。キャリア形成に関連する項目で

は、本学部カリキュラムの特徴の影響が考えられますが、概ね良好な評

価であったと捉えられます。 

設問 10～15 

「教員個人レベルの

質問項目」について 

教員の話し方や、板書・スライド・配布資料については、多くの学生か

ら良好な回答が得られていました。しかしながら、受講態度への注意や、

学生の質問や意見を求める等の授業への主体的な参加を促す取り組み

については、さらに実現・充実させる余地があるようです。無論、受講

者数や授業の性質等を踏まえて対応は異なりますが、学生自身の主体的

取り組みにつながる時間を設定する工夫が求められるかと考えます。 

設問 16～ 

「学科設問」につい

て（該当学科のみ） 

該当なし 

 


